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ローマンうえだ相談窓口
生活相談員 小俣・小山
解決責任者 施設⾧ 六川真理子
電話番号 0268-26-8871
受付時間 8時半から17時半

施設外苦情相談窓口
相談窓口 ⾧野県国民健康保険団体連合会介護

保険苦情処理係
電話番号 026-238-1580
相談窓口 ⾧野県「福祉サービスホットライン」
電話番号 0120-294-487
相談窓口 住居を有する市町村役場の介護保険課
※一階エレベーター前に意見箱を設置しております。
ご活用下さい。

ご意見・苦情・相談窓口

施設理念

ご利用される方々の思いや日々の生活を大切にした支援を行うとともに、

地域の皆様との交流を通して、いつまでも安心して暮らせる施設づくりに努めます。

〒386-0004 長野県上田市殿城250番地1
社会福祉法人ジェイエー長野会 特別養護老人ホーム ローマンうえだ 社会福祉法人ジェイエー長野会

E-mailAddress rooman-u@ued.janis.or.jp http:// www.ja-naganokai.or.jp
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5月から入職致しました。利用者様の思い
に寄り添った、あたたかい支援ができる
よう精一杯頑張りますので、宜しくお願
い致します。

初めまして、この度4月から入職しま
した。先輩職員の皆さんから日々勉強
させてもらい、利用者様のペースに合
わせた支援が出来るよう頑張ります。
まだまだ至らない所ばかりですが宜し
くお願い致します。

佐久大学信州短期大学部を卒業し、入職
しました。未熟で不慣れな部分はたくさ
んありますが、チームの一員となれるよ
うに精一杯頑張りたいと思います。宜し
くお願い致します。

長野大学社会福祉学部を卒業し、入職いた
しました。未熟ではありますが、利用者様
に寄り添った支援ができるよう、日々精進
してまいります。よろしくお願いいたしま
す。

介護職員 荒井太地

看護職員 田嶋美沙子
介護職員 大久保莉乃

介護職員 中澤 隼

新 入 職 員 紹 介

新人研修の様子

日常のほんのひとこま

ローマンうえだでは、ジェイエー長野会新人研修と併せ、独
自の研修も実施しています。又、研修と並行して、現場での
実地研修(OJT)も実施し、一日も早く現場に慣れてもらうよう
努めています。

病院などでの勤務を経て、前職は保育
園勤務をしていました。医療・介護の現
場から離れていた期間がありますが、初
心に戻り学び、皆様から信頼される看護
師となれるよう努めていきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

介護職員 小林 里美
（中途採用）

認知症について コンプライアンスについて

移乗、移動等の基礎について

宜しくお願いします☺

ローマンうえだは、地域にある棚田のオーナーとなってお
り、毎年新入職員と共に田植えや稲刈りに参加しています。
今年度も、地域の方々の指導をいただきながら、気持ちの
良い汗を流してきました。
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ローマンうえだ「面会」の実施 【県内のレベル状況を鑑み対面による「面会」を実施します。】
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面会を行ったご家族からの声
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「認知症ケア取組報告会」が行われ、日頃の支援
について意見交換がされました

地域の皆様と一緒に

※今後も、感染状況を勘案しながら面会を行ってまいります。
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令和4年5月「ローマン橋マレットゴルフ場」で行
われた大会に参加しました。晴天の中、地元のクラ
ブの方にご指導をいただきながら、楽しいひと時を
過ごすことができました。今後、コロナ収束後は、
以前のように、ボランティアの皆様と「マレットゴ
ルフ」が出来ることを全員で祈念しました。

贈呈いただいた「非接触式体表温度計付
き自動消毒器」は、特養入口に設置させて
いただきました。有効に大切に使用させて
いただきます。

上田市立第五中学校
福祉委員会から贈呈【お礼】

発表は対面形式で、2つの会場を使い密を避けながら行われました

マレットゴルフへ参加しました

ふれあいサロン
hinataboccoとよさと

喫茶・昼食・イベント・お助け福祉車両

ひだまり号のご紹介

・車が玄関まで行き、目的地まで送ります。（近
隣地区内・往復可）
・基本は予約制
・無料送迎ですが、運行継続の為に任意の協
力金（1乗車200円程度）をお願いします。
・利用は豊殿地区の方限定です。

免許を返納した夫が、特養（ローマン）に
入居された奥様の面会にひだまり号を利用
し、最期に会うことがかないました。ひだまり
号は、地域にとっての強い味方になってい
ます。

利用者アンケート結果より以下のようなご意見を
いただきました

福祉推進委員花植え
ボランティアの皆様

ローマンうえだ玄関のプランターと入口の花壇に毎年花を植え
て下さり、年４回その後の管理もして下さいます

ナースコールの配線工事が始まりました

9月からは2階の空調工事も
始まる予定です。

・コロナ禍だが楽しみのある行事を行って欲しい
・ベッドまで行きお話がしたい
・定期的に日常生活の様子を教えて欲しい
・外出がしたいと思います
・お天気を見計らい外への散歩

・施設内で、少しでも生活に変化、楽しみを感じられるような事をし
て欲しい
・会話にならなくても、笑顔で目を見て話しかけて欲しい

・撮った写真を部屋のアルバムに入れないで、請求書と一緒に
送って欲しい
・本人の様子等を定期的にお便りをいただければ幸いです

貴重なご意見や励ましの言葉をいただきありがとうござ
いました。利用者様の笑顔が少しでも増えるよう、職員
一同努力していきます。尚、写真につきましては、請求
書と一緒に送付をさせていただきます。

～ 今後の予定です ～

・6月25日 春季水害想定避難訓練

・7月 ⾧野県知事及び参議 院議員
通常選挙不在者投票

・7月 ナースコール設置工事

・8月 利用者結核レントゲン検診
・7月～8月 夏祭り（各部署毎での実施予

定）

・9月 2階空調工事

・コロナワクチンの4回目の接種については、ご連
絡致します

プランターと花壇に
綺麗な花が咲いています

ひだまり号


